術前の皮膚洗浄方法の検討：現状のヒビテン洗浄からの一考案 by 山本 桂 et al.
第3群　3～2
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現状のヒビテン洗浄からの一考案
14階西○山本桂　小海智子　稲見春香
　　　　藤澤佳美　広野奈津美
1はじめに
　人工関節置換術において、術後感染は一度発生す
ると難治性であり、病巣掻爬、インプラントの除去、
持続洗浄を余儀なくされるため、最も避けなければ
ならない合併症のひとつである。当病棟では、人工関
節置換術を行う場合、術後の感染予防を目的に、出棟
直前にグルコン酸クロルヘキシジンとブラシを使用
し、約15分程立位で患肢の洗浄を行っている（以下ヒ
ビ洗とする）。洗浄中、患者から「立っている事が辛い」
という訴えを耳にした事があった。疾患の特徴とし
て、下肢の二二、関節の変形、立位保持の不安定さが
あり、洗浄を行う事で患者に苦痛を与えているので
はないかと考えた。
　そこで、ヒビ洗による患者の苦痛を知り、患者への
負担の軽減を考慮した皮膚洗浄方法を検討したので
ここに報告する。
　　「環境」「物品・手技」「患者条件」「その他」の4
　　つの領域について調査
2）看護師に対し、質問紙調査
3）患者・看護師の調査結果を単純集計
4）現行のヒビ洗の問題点を抽出、問題点の改善方
　　法を導き出す
　なお、質問紙調査は、無記名で任意とし、プラ
イバシーの保護についても明記した
v結果
1．質問紙回収率：患者81％（159忌中129名）、看護
　　師100％
2．患者の感じた苦痛と看護師が聞いた患者の訴え
　　を単純集計し、4つの領域に分類（図1：環境、
　　図2：物品・手技、図3：患者条件、図4：その
　　他）
皿用語の定義
1．苦痛：精神や肉体が感ずる苦しみや痛み
2．洗浄：有機物や汚れを物理的に除去すること
皿現在のヒビ洗方法
1。10リットルの蒸留水に5％ヒビテン液⑨を入れ、
　　O．ユ％ヒビテン液を作成し温める
2．患者にシャワーを浴びてもらう
3．ワゴンの上に滅菌物（足袋・タオル・手洗い用ブ
　　ラシ）を無菌的に準備する
4．ブラッシングする手に滅菌手袋をする
5．15分程立位で患肢を腰・股関節、大腿、下腿の順
　　に温めたヒビテン液をかげながらブラッシング
　　する
6．0．1％ヒビテン液でかけ湯をする
7．滅菌バスタオルで拭く
8．滅菌足袋で患肢を覆い、ストレッチャーに乗り出
　　棟を待つ
W研究方法
1．対象
　1）H11年1月1日～H14年6月30日に入院し、ヒビ
　　　洗を行ったことのある患者159名
　2）14階西病棟看護師22名（師長、看護助手を除く）
2．方法
　1）患者に対し、郵送法による質問紙調査
su考察
1．環境（体感温度）
　　　洗浄中の浴室の温度については、「暑い」「寒い」
　　という両方の回答があった。一般に浴室の適温
　　は22～24℃前後であり、現行のヒビ忌中は27℃
　　程であった。浴室温は、外気温・外部交通・湯の
　　使用量によって左右され、また、年齢・体質・習
　　慣などの個人差があると考えられる。そのため
　　個人にあった温度設定が必要となる。さらに、寒
　　いという訴えに対しては、シャワー後の洗浄で
　　あり、患者の体には水分が付着しているため、体
　　温低下を防ぐために気化熱への配慮も検討して
　　いきたい。
　　　次に、洗浄液の温度については、「冷たかった」
　　という回答があった。一般的な湯温は40～42℃
　　であり、現行のヒビ豊中の温度は38～39℃であ
　　つた。この事から、洗浄中の温度を40～42℃に保
　　てるように加温し、洗浄液を使用する前に温度
　　の確認をしなければならない。
2．物品・手技
　　　洗浄液により、しみたり、かぶれたりなどの回
　　答はなかった。これにより、グルコン酸クロルヘ
　　キシジンによる皮膚への影響は少ないと考える。
　　現在使用しているグルコン酸クロルヘキシジン
　　は低刺激性であり、皮膚洗浄に最も有効である
　　と言われていることから今後も使用していく。
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　　　「ブラシでこすられて痛かった・くすぐった
　かった」という回答については、ブラシの素材、
　患者の感覚の閾値、洗浄側の力加減が関与して
　いると考えられる。ブラシについては、「洗浄ブ
　　ラシによる消毒が皮膚に微少な傷を付け、皮脂
　腺からの常在菌の出現を助長させる」1）と言われ
　ている。そのため、今後は、ブラシではなくそれ
　に変わる素材の検討をしていく。患者の感覚の
　閾値、洗浄側の力書聖については、患者の反応を
　確認しながら効果的な洗浄を行う必要がある。
3．患者条件
　　現行のヒビ洗は手術直前に行っており、洗浄
　中、患者は裸で立位を強いられている。
　　手術を前にした患者は、様々な不安や疑問を
　持っており、精神的に落ち着かないものである。
　「手術直前であったため気持ちが落ち着かなかっ
　た」という回答は43％あったが、看護師は14％し
　かその訴えを聞いていない。精神面の苦痛は表
　出しがたいものであり、看護師が手術前の患者
　の心理を十分に把握できていないことが考えら
　れる。手術前の患者の心理状態を考慮し、事前に
　洗浄についての十分な説明を行い、洗浄中の患
　者への声掛け、不安の訴えがある際には、傾聴す
　る事が必要である。
　　次に、「裸で洗浄される事が恥ずかしかった」
　　という回答が26％あった。程度の差こそあれ、手
　術、処置、検査には差恥が伴うのは当然のことで
　ある。朔日心を最小限にするために、上半身にバ
　スタオルをかけるなど、不要な露出を避け、露出
　時間の短縮をしていく必要がある。洗浄時間の
　短縮には、CDCの勧告による生体消毒薬を使
　用した術前のシャワー浴を取り入れることで可
　能となる。
　　　「洗浄中立っていることが辛かった」「立って
　いる時に支える物がなく辛かった」「足が痛くな
　ってしまった」等、立位に関する回答が多かった。
　変形性関節症は、関節軟骨の摩耗、変性により、
　盗心や関節の機能障害を来す疾患である。立位
　時、股関節・膝関節への負荷は体重の3～6倍
　の力が加わると言われている。立位で洗浄を行
　　うことは関節への負担がかかるとともに、疹痛
　　を増強させることとなり、患者に苦痛を与えて
　いたことがわかった。立位で洗浄を行うことで
　の患者への負担を考えると、関節に加わる力が
　少ない坐位による洗浄が望ましい。
4．その他
　　図4は洗浄方法以外の苦痛である。今回の調
　査は洗浄方法に着目しているため、これらの回
　答は考察から除外した。
珊結論
1．体感温度には個人差があり、その人にあった温度
　　の設定が必要である
2．グルコン酸クロルヘキシジンは皮膚洗浄に有効
　　である
3．今後、ブラシは使用しない
4．患者の手術前の心理状態を十分に把握する
5．洗浄中は不要な露出を避ける
6．生体消毒薬を使用した術前シャワー浴を取り入
　　れる
7．露霜による洗浄へ変更する
V肛おわりに
　今回、研究を行なった結果、現行のヒビ洗は患者に
とって様々な苦痛がある事が分った。今後は手順の
改正を行い、苦痛の少ないヒビ洗方法を検討してい
きたい。
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図1　環境
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巨ヨ患者回答
□看護師が患者に
　　聞いた事のある訴え
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　　　　　洗浄液が皮膚にしみた
　洗浄後、皮膚がかぶれてしまった
　　　ブラシでこすられて痛かった
ブラシでこすられてくすぐったかった
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團患者回答
□看護師が患者に
　　聞いた事のある訴え
　　洗浄中（約15分）立っている事が
　　　　　　　　　　　辛かった
洗浄中、立っている時に支える物がなく
　　　　　　　　　　　辛かった
　　　　立ったままで行った為、足が
　　　　　　　　痛くなってしまった
　　　　　裸で洗浄させられる事が
　　　　　　　　　恥ずかしかった
　　　手術直前であった為、気持ちが
　　　　　　　　落ち着かなかった
。 20
図2　物品・手技
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図3　患者条件
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園患者回答
□看護師が患者に
　　聞いた事のある訴え
。／o
　　洗浄後、足に巻いた布が自分の
　　　　　　　体型と合わなかった
　　手術室に向かうまでベッドの上で
　　　　　待たされた事が辛かった
洗浄後、トイレに行けなかった事が辛かった
　洗浄する事について、看護師からの
　　　　　　説明がわかりにくかった
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図4　その他
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Eヨ患者回答
［コ看護師が患者に
　　聞いた事のある訴え
o o／o
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